

	


	


	長い名

	楠山正雄










	
		Guide

		
				目次

				扉

				本文

		

	
	
		目　次

		
				長い名

		

	







　　　　　一




　ちょんきりのちょんさんのほんとうの名なをだれも知しりませんでした。何なんでも亡なくなったこの子のおかあさんが、この子の運うんがいいように何なにかいい名前なまえをつけようと、三日みっか三晩みばん考かんがえぬいて、病気びょうきになって、いよいよ目をつぶるというときに、かすかな声こえで、

「ああ、やっと考かんがえつきました。この子の名なはちょん。」

　といいかけたなり、もう口が利きけなくなってしまったのです。そこでみんなはしかたがないので、「ちょん」きりで、名前なまえが切きれて無なくなってしまったというので、「ちょんきりのちょんさん」とあだ名なを呼よぶようになりました。そのあだ名ながほんとうの名前なまえになって、いつまでたっても、その子はちょんきりのちょんさんでした。

　しばらくたって、ちょんきりのちょんさんのおとうさんが、二度どめのおかあさんをもらいました。間まもなくこのおかあさんにも子供こどもが生うまれて、ちょんきりのちょんさんにも弟おとうとが出来できました。するとある人がおかあさんに、子供こどもに短みじかい名前なまえをつけると、その子の命いのちは短みじかいし、長ながい名前なまえをつけるほど、その子の寿命じゅみょうは長ながいものだといって聞きかせました。そこでおかあさんは、かわいい子に、せいぜい長ながい名前なまえをつけてやりたいと考かんがえて、とうとうつけもつけたり、

「ちょうにん、ちょうにん、ちょうじゅうろう、まんまる入道にゅうどう、ひら入道にゅうどう、せいたか入道にゅうどう、へいがのこ、いっちょうぎりの、ちょうぎりの、ちょうのちょうのちょうぎりの、あの山の、この山の、そのまた向むこうのあの山越こえて、この山越こえて、桜さくらは咲さいたか、まだ咲さかぬ、花はなより団子だんごでお茶ちゃ上あがれ、お茶ちゃがすんだら三遍べん回まわって煙草たばこに庄助しょうすけ。」

　という、すてきもない長ながい名前なまえをつけました。




　　　　　二




　兄弟きょうだいはだんだん大きくなって、よくけんかをしました。すると弟おとうとはにいさんにさんざん悪わるいいたずらをしては、逃にげて行いって、遠とおくの方ほうでまだからかっていました。

「ちょんきな、ちょんきな、ちょんちょん、きなきな。」

　こういわれると、ちょんさんはくやしがって、負まけずに弟おとうとの名前なまえを呼よんで、からかい返かえしてやろうとしましたが、

「ちょうにん、ちょうにん、ちょうじゅうろう、まんまる入道にゅうどう、ひら入道にゅうどう、せいたか入道にゅうどう、へいがのこ、いっちょうぎりの、ちょうぎりの。」

　と早口はやくちにやっているうちに、舌したがもつれて、かんしゃくばかり起おこってきました。その間まに弟おとうとの方ほうはどこかへ逃にげて行ってしまいました。

　ちょんさんのおとうさんはまた、ちょんさん、ちょんさんと、にいさんの方ほうが名前なまえが呼よびいいので、何なにかにつけて、

「これをしろ、ちょんさん。あれをしろ、ちょんさん。」

　と、ちょんさんばかりひどく使つかいました。いたずらをしても、

「これ、ちょんさん、ここへ来こい。ごつん。」

　とすぐやられますが、弟おとうとの方ほうは、「まんまる入道にゅうどう、ひら入道にゅうどう、せいたか入道にゅうどう、へいがのこ、いっちょうぎりの、ちょうぎりの。」をやっているうちに、くたびれてしまって、おとうさんも小言こごとをいうのが、めんどうくさくなりました。

　おかあさんは、「やはりあの子に長ながい名なをつけて、いいことをした。」と思おもいました。
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　ある日ちょんさんは、お友達ともだちといっしょに裏うらで遊あそんでいました。するうち、どうかしたはずみで、ちょんさんは井戸いどに落おちました。

「ちょんさんや、ちょんさんや。ちょんさんやい。」

　みんなは口々くちぐちにこう名前なまえを呼よんで、縄なわを下おろしたり、はしごをかけたりして、やっとちょんさんを助たすけ出だしました。

　おかあさんは、「やはり、短みじかい名前なまえの子は運うんが悪わるいというのは、ほんとうだ。」と思おもっていました。

　それから二三日にちたって後のち、子供こどもたちはまた裏うらで遊あそんでいました。

　ちょんさんの弟おとうとは、「ちょんさんの落おちたのは名前なまえが短みじかくって、運うんが悪わるいからだ。おれなんかどんなことをしたって落おちやしない。」といばりかえって、わざと井戸側いどがわにぶら下さがったり、つるべを引ひっぱったりしているうちに、はずみでぽかんと井戸いどの中へ落おちてしまいました。大ぜいのお友達ともだちはびっくりして、ちょんさんのうちへ駆かけつけて、

「大へんです。今いま、ちょうにん、ちょうにん、ちょうじゅうろう、まんまる入道にゅうどう、ひら入道にゅうどう、せいたか入道にゅうどう、へいがのこ、いっちょうぎりの、ちょうぎりの、ちょうのちょうのちょうぎりの、あの山の、この山の、そのまた向むこうのあの山越こえて、この山越こえて、桜さくらが咲さいて、お山のからすが団子だんごほしいとないた、ではない、花はなより団子だんごでお茶ちゃ上あがれ、お茶ちゃがすんだら三遍べん回まわって煙草たばこに庄助しょうすけさんが、井戸いどにはまりました。」

　と知しらせました。

「それは大たいへんだ。」

　とみんなで駆かけつけるうちに、あんまり手間てまがとれたので、長ながい名なの庄助しょうすけさんは、とうとう水みずに溺おぼれて死しにました。
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